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1.は じめ に

現在、老人保健施設(以 下老健〉 では入所者 の入所期間が長期化 してお り、 しか も、入

所者、通所者のADL(日 常生活活動能力)1)が年々低下す る傾 向にある。それに伴 い施設入

所者の 自宅復帰率 も下が ってお り、 いったん退所 し家庭 に戻 って も、再 び元の施設 に入所

す るケースが多 くみ られる。 これ らのことか ら地域におけ る要求 を把握 し、サー ビス内容

を充実 させ ることが今後の老健施設に求め られている。筆者 らは、いままでの蓄積 デー タ

を基に、設計者や介護職員 を対象に したアンケー トの結果か ら、介助 の負担が一般浴場2)に

おいて最 も高いことを明 らかに した。本稿 は一般浴場 の施設計画の現状 と、実際施設 内で

発生 してい る現象 を比較 した結果 を報告す るものである。

2.調 査概要

浴場 の現状 を把握す るために以下に示す4つ の調査方法 をもちいてデー タを収集す るこ

とに した。

①資料分析:合 計26施 設の老健施設の図面 より、一般浴場の面積(浴 場面積 ・浴室面積 ・

浴槽面積 ・浴槽へのアプ ロー チ(階 段、スロープ)面 積、設備数(カ ラン数)を 求め

た。

②浴場利用者の身体 能力調査:浴 場利用者 を身体能力別(独 歩 ・補助器 ・車椅子)に 分

*大 阪工業大学建築学科教授

一183一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUniverSity

老人保健施設の施設計画に関する研究

けその割合 を比較す る。

③浴場の利用実態調査:最 初 の利用者が浴場に入室 してか ら、最後の利用者が退室す る

までの時間 を5分 間隔に分割 し、脱衣室、洗い場、浴槽 を身体能力別(独 歩・補助器・

車椅子)に 分 け、それ ぞれの室(脱 衣室、洗い場、浴槽)の 在室人数 を図面にプロッ

トしてい く。

④職貝、設計者の浴場に対す る意識につ いて:浴 場における介助につ いての不満、問題

点、 日頃か ら意識 していることなどを質問す る調査。

① 資料 分析 調査

表1か ら浴 場 内 を洗 い場 、 浴槽 、浴 槽へ のア プ ロー チ(階 段 、 ス ロー プ)の 面積 、 カ ラ

ン数 、脱衣 室 か ら構 成 されて い る とし、 それ ぞれ の面積 を も とめ た。 尚、 それ ぞれ の面積

比率 を も とめ る際 、 施 設規模 を50床 未 満 の施 設 と、50床 以上 の 施設 に分 けて面積 比較 をお

こな い、 それ ぞれの 平均値 を求 め た とこ ろ、50床 以下 の施 設 では洗 い場 面積 が6 .17m・、浴

槽 面積 が4.47m・ 、 カ ラン数 が3、 脱 衣 室面 積 が6.33m・ とい う結果 にな っ た。 一 方 で50床 以

上 の施 設 では 洗 い場 面積 が19.39m2、 浴槽 面積 が10.48m2、 カ ラン数 は、脱 衣 室面 積 が27 .33

表1入 所定員と一般浴場の各部面積

入所定員 浴 場

50床 以下
浴場面積 浴 室 アプ ロー チ

m・/人 m・/人 洗い場 耐/人 浴槽 mヴ人 手段 面積 ※(%) カラン数 脱衣室 m・/人

施設1 50 27.5 0.55 22.1 0.44 7.5 0.15 4.9 0.10 (ス) 2.1 42.9 3 5.4 0.11

施設2 48 21.2 0.44 12.8 0.27 7.3 0.15 3.6 0.08 (階) 1.2 33.3 3 8.4 0.18

施設3 50 15.9 0.32 10.7 0.21 3.7 0.07 4.9 0.10 (階) 1.3 26.5 3 5.2 0.10

100床以 下

施設4 96 50.0 0.52 31.9 0.33 16.3 0.17 5.5 0.06 (階) 1.4 25.5 5 18.1

施設5 100 74.0 0.74 44.5 0.45 22.1 0.22 16.7 0.17 (階) 6.0 35.9 3 29.5 0.30

施設6 125 76.1 0.61 38.5 0.3ヱ 14.7 0.12 12.1 0.10 (ス〉 3.1 25.6 5 37.6 0.30

施設7 90 67.5 0.75 55.8 0.62 33.7 0.37 11.7 0.13 (階) 0.7 6.0 6 11.7 0.13

施設8 100 5L9 0.52 33.4 0.33 12.8 0.13 12.8 0.13 (ス) 4.6 35.9 4 ユ8.5 0.19

施設9 100 55.4 0.55 36.5 0.37 17.7 0.18 9.8 0.10 (ス) 5.0 51.0 4 18.9 0.19

施設10 125 37.5 0.30 21.9 0.18 10.4 0.08 7.4 0.06 (階) L8 24.3 3 8.4 0.07

施設11 100 67.7 0.68 37.0 0.37 16.9 0.17 10.6 0.11 / / / 3 15.6 0.16

施設12 84 62.2 0.74 37.1 0.44 18.8 0.22 7.0 0.08 (階) 1.4 20.0 3 30.7 0.37

施設13 90 46.6 0.52 25.1 0.28 15.7 0.17 6.5 0.07 / / / 7 25.1 0.28

/ 90 72.4 0.80 46.4 0.52 23.4 0.26 14.3 0.16 (階 〉 2.0 14.0 6 21.5 0.24

施設14 120 63.8 0.53 37.6 0.31 15.2 0.13 10.2 0.09 (階 〉 1.0 9.8 4 26 0.22

施設15 100 49.3 0.49 30.5 0.31 14.8 0.15 9.4 0.09 (階) 1.4 王4.9 5 26.2 0.26

施設16 100 113.6 1.14 53.9 0.54 246 0.25 11.3 0.11 (両) 2.4 21.2 6 18.8 0.19

施設17 100 100.3 1.00 57.0 0.57 25.1 0.25 15.0 0.15 (ス) 3.6 24.0 9 59.7 0.60

施設18 100 76.2 0.76 37.5 0.38 13.5 0.14 112 0.11 / / / 5 43.3 0.43

施設19 100 78.6 0.79 422 0.42 22.9 0.23 10.7 0.11 / / / 4 38.7 0.39

施設20 100 85.2 0.85 38.2 0.38 22.9 0.23 7.1 0.07 (階) 0.9 12.7 7 36.4 0.36

施設21 90 72.7 0.81 31.4 0.35 16.2 0.18 7.4 0.08 (階) 2.4 32.4 4 47 0.52

施設22 127 76.2 0.60 51.0 0.40 22.8 0.18 11.1 0.09 (ス) 5.3 47.7 4 23.5 0.19

施設23 91 55.5 0.61 33.3 0.37 16.9 0.19 7.3 0.08 (階) 0.5 6.8 5 43.6 0.48

施設24 106 66.4 0.63 53.0 0.50 35.3 0.33 8.3 0.08 / / / 7 22.2 0.2玉

施設25 150 67.4 0.45 45.9 0.31 15.1 0.10 15.0 0.10 (ス) 6.5 43.3 5 13.4 0.09

施設26 150 78.7 0.52 45.5 0.30 17.6 0.12 13.2 0.09 (ス) 6.8 51.5 5 21.5 0.14

※ ま浴槽における階段又はスロープの 占める割合

m2/人は1入 当りの床面積を示す
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図2入 所 定 員 と 浴 室 面 積 の 関 係
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図4入 所 定 員 と浴 槽 面 積 の 関 係
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図6入 所 定 員 と脱 衣 室 面 積 の 関 係
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㎡ とい う結果になった。 これ らの両者のデー タを比較 してみると、施 設規模が増加す るほ

ど、各室 の面積が大 き くなってお り、図1～6を みて も図5(入 所定員 とカラン数の関係)

以外の相関関係 はR=0.66～0.33と い う非常に高い数値が得 られ、 このこ とか らも各室の

面積は施 設の入所定員 の規模 に大 きな影響 を うけてい ることがわかる。 また浴槽へ のアプ

ローチに必要な面積 は、階段 に比ベ スロープの方が よ り多 くの面積が必要 であることが今

回の分析結果か ら分 かった。

②利用者の身体能 力調査

施設5の 浴場利用者の身体能力状況 をみ ると、独歩の人数が91%、 補助器が2.3%、 車椅

浴 場 利 用 者 の 身 体 能 力 状 況
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図7浴 場利用者の身体能力状況(施 設5)

浴場利用者の身体能力状況
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図8浴 場利用者の身体能力状況(施 設23)

浴 場 利 用 者 の 身 体 能 力 状 況
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図9浴 場利用者の身体能力状況(施 設13)
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子6.7%と い う構成割合 になってお り、非常に身体能力 レベルが高いこ とが分か る。しか し

残 り2施 設の身体能力レベ ル をみてみ ると、施 設13で は車椅子が全体 の57%、 施設23で は

車椅子利用者が全体 の31%を しめてお り、施設に よって身体能 力レベ ルが非常 に異な ると

いうことが分 かった(図7)(図8)(図9)。

③浴場の利用実態調査,

この調査は資料分析調査 のなかの施設5、 施 設13、 施設23を 対象に調査 を行 ったもので、

この調査 では浴場の総利用時間 を5分 間に くぎり、 それぞれの室(洗 い場、浴槽、脱衣室)

におけ る在室人数 を調査用紙 にプ ロッ トす る方法を用いて行 った。 なお、利用実態調査の

分析方法 としては、洗 い場、浴槽、脱衣室 の在室人数 が時間経過 と共 に どの ように変化 し

てい くかをグラフ化 したもの と、脱衣室にお いて利用者 を身体能力別(独 歩、補助器、車

椅子)に 分け、 それ らの人数が時間経過 と共に どの ように変化 してい くか をグラフ化 した

もの を用 いて行 うことに した。

調査結果(施 設5)

施設5は 、地上3階 建 ての建物 で2、3階 に療養室が あ り、1階 には食堂、デ ィルーム、

浴場が設け られている。この施 設の特徴 は、入所者全員が一 日の大半の生活 を1階 の食堂

兼、ディルー ムで過 ごすため、 日勤の介護職員 も1階 に集中 している。 この施設の浴場 は

この食堂、ディルーム と同 じ1階 にあるので、移動す る必要がな く、入浴介助 を手伝 える

職員 も多いこ とか ら、ゆ とりのある入浴が行 われているように思われ る。 当 日の浴場介護

の体制は脱衣室3名 、洗い場 ・浴槽3名 、浴場 までの誘導が1名 の合 計7名 で入浴介助が

行 われていた。

図10の グラフか らも推測で きるが、浴槽の最大利用者数 は3名 、洗い場の最大利用者数

は7名 となっている。 また、利用 時間帯 の中間あた りで脱衣室 の利用者数が10名 と非常に

混雑 した状態になっている。 しか もこの脱衣室は資料調査で分析 した26施 設の中で最 も狭

い脱衣室になっているが特 に問題 はなか った。

次に図11の グラフは脱衣室内の身体能力別 にみ た利用者数 を示 しているが、調査②の結

果か らも分か るように、利用者の約91%が 独歩 であ り非常 に身体能力が高いので入浴前後

の着脱衣 がほぼ 自分の力 でで き、着脱衣にかか る時間 も短 いので狭 い脱衣室で も十分対応

で きている。

調査 結果(施 設23)

次に施設23は 、2、3階 が療養室で、1階 には浴場、食堂、デ ィルーム とい う階構成に

なっている。浴場利用時には、浴場利用者 を療養 室がある2階 、 もし くは3階 か ら、エ レ
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身体能力別にみた脱衣室利用状況
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べ一 ター で1階 の浴場 まで誘導す るようになっている。 当 日の浴場介護の体制 は脱衣室2

名、洗い場 ・浴槽2名 、誘導1名 の合計5名 とい うチー ム編成 で入浴介助が行 われていた

が、浴場利用者に対す る介護職員の数が若干少ないよ うに思われる。

この原因 として考 えられ るこ とは、施 設5と 違 い生活の大半 をそれ ぞれの療養室で過 ご

すので、食事、入浴、その他行事 を行 うたびに、介護職員 を必要 とす るので、 どうして も

職員の介護が分散 して しまう傾 向が見 られ るか らである。浴場の利用状況 は、図12か らも

分か るように浴場総利用者数 が少 ない割に浴場各室 も非常 に混雑 して いる。特 に混雑 して

いるのは脱衣室で浴場総利用時間 と通 してみて も常 に脱衣室が他 の室 と比べて も在室人数

が 多 くなっている。 これは調査②か らもわか るように、浴場利用者 にさまざまな レベルの

身体能力 を持 っている方が浴場 を利用 してい るので、 それぞれの行為(着 脱衣、洗体 、入

浴、移動な ど)に かか る時間 もさまざまなのでその結果、各室で混雑 した状態が継続 して

いると思われる。 また脱衣室内には使用時に着脱衣用の椅子 をあ らか じめ決め られた位 置

に配置す るので、実際利用 できるスペー スが狭 くな り、利用者の動線や介護職員 の動線は

さらに混雑 し、非常 に危険 であ る。

次に図13の グラフか ら、脱衣室 内には車椅子の利用者が非常に多 くなってお り、健常者

や車椅子利用者 など様々な身体能力 を持つ利用者が脱衣室内にい るの で、着脱のための所

要時間にも差が発生 し、脱衣室 内は常 に混雑 してい る状況が続 く。 また、車椅 子利用者の

車椅 子は脱衣室に隣接 している特別浴室3)に置かれている。

調査結果(施 設13)

次に施設13は 、地上4階 建 ての建物 で、食堂、浴場は各階に分散 している。非常に特徴

的 な施設 となっている。 なかで も浴場 は、1階 、2階 、3階 にそれ ぞれ分散 している。 そ

れ ぞれの特徴 としては、2階 の浴場 はその階 に入所 している身体 レベルの低い方 に対応 で

きる浴場 になってお り、浴場へのアプローチ も身体能力に合わせ スロープが設け られてい

る。 また1階 、3階 は通常の身体 レベルに対応 した浴場 になっている。今 回は1階 の浴場

を対象に調査 を行 った。 当 日の浴場 の介助体制は、脱衣室4名 、洗い場2名 、誘導1名 の

合 計7名 で浴場介助が行われていた。図14の グラフか らも分 か るように、脱衣室内の利用

者数が浴場利用時間(開 始時～終 了時)を 通 して他の室 と比べ て多 くなってい ることがわ

か る。 これは1階 の浴場の脱衣室 が一般浴室 と特別浴室 とで兼用 してお り、この2つ の浴

場 を同時 に利用す ることか らこの ような混雑 した状況 を生みだ してい ると思 われ る。

図12の グラフか らもわかるように車椅子利用者が非常に多 くなっている。 これは、浴場

利用者の 中に一般浴室 と、特別浴室 を同時に利用 しているため であ り、 と くに特別浴室の

利用者 には車椅子利用者が 多いこ とが原 因である。 また脱衣室内は施設23と 同様 に、着脱

衣用 の椅子が配置 されているので、動線 もかな り混雑 している。

一189一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

老人保健施設の施設計画に関する研究

④職 員、設計者の浴場 に対 する意識につ いて

(調査概要)今 回資料調査 を行 った合計26施 設の うち、施設5、 施設13、 施設23を 対象

とし、 それぞれの施設の設計者 と施設の職員 に対 して、設計段階での考 えや施設側か らの

要求事項 などについてヒア リング調査 を行 った。調査の方法 としては、あ らか じめ質問事

項 を郵送 し、回答が記入又は検討 された後に、面談 によって詳 しい内容 をヒア リングして

い く形を取 った。調査項 目としては、浴場 を対象 として行 った。

(調査結果)

施設5は 設計段階か ら施設長、施設側 の介護職員が参加 し、 どちらか とい うと施設 を利

用す る入所者や介護職貝の立場になって考 えられてお り、介助が しやす いように、建物全

体が計画 されている。 なかで も設計者 と施設の職員の方が力 をいれた浴場は、非常 に機能

的で、利用者、介護者両方の立場 にたって考 え られてお り、 ヒア リング調査 において も浴

場 に関 しては特 に問題点は無 く理想的な浴場計画になっている。

施設13の 設計者 は身体能力レベル を高 く想定 していたため、ほ とん どの人が一人で、着

脱衣、洗体、入槽、移動等がで きると考 えていたが、実際は車椅 子利用者の数が 多 く、入

浴介助 を担 当 している職貝か らは、脱衣室が 「狭 い」 とい意見 もあ り、浴場計画にい くつ

かの問題点が ある。 また浴槽へのアプ ローチには階段 を使用す るため、常 に利用者の行動

を把握 しておかない と危険であ るとい う意見 もあ り、なかには階段 で浴槽ヘ アプローチす

る手段 はできるだけ避けてほ しい とい う介護職員の意見 もあった。

施設23は 今 回の調査対象施設の中で、唯一の分 散型であ り、入所者の身体能力 レベルに

合 わせ て段階的に浴室が選べ るようになってい る。 またフロアー分け も身体能力 レベル別

に してい るので、入所者の身体能力レベ ルに合 った浴場 を利用す ることが できるように考

えられている。 しか し、施設13と 同様 に脱衣室が 「狭い」 とい う意見 もあ り、特に今 回調

査 を行 った1階 の浴場は、車椅子の置 き場 がな く職貝の方 も困っていた。 これは建物 内の

3つ の浴場すべてが一般浴室 と特別浴室の脱衣室 を共用 してい るため であ り、 しか も同時

に使用す るために発生 している問題である と言える。 これ ちの問題 を解消す るためには、

浴場の計画段 階で、設計者 はどの ような身体 レベルの利用者が浴場 を利用するのか を把握

した上で計画 を進めてい く必要があ り、一方で施設側 は、 どの ような浴場の使 い方 をして

い くのか を事前に打 ち合 わせ してお く必要があ る。
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まとめ

(資料分析調査)

入所定貝 と浴場各面積(カ ラン数は除 く)と の間には相 関関係 があ り、施設規模(入 所

定貝)が 大 き くなるほど浴場各面積が大 きくなる傾 向が見 られ る。

また、浴槽へのアプロー チ手段 には階段、スロープ を採用 してい る施設が大半であ り、

特 に階段 を使用 している施設が26施 設中15施 設(57.7%)と 多 くなってお り、 スロープが

26施 設中9施 設(31.0%)と な り、アプローチが設け られていない施 設は26施 設 中5施 設

(17.3%)と なっている。 この ように階段 を採用す るケー スが 多 く見 られ る原因 としては、

浴槽の有効面積(使 用可能な範囲)を 広 く確保す るために占有率の低 い階段 を採用 してい

ると思われる。 しか し浴場利用者の安全面や使 い易 さや浴場利用者の リハ ビ リテー ション

を考慮に入れ ると、スロープ を採用 した方が よい と言 える。

(浴場利用者の身体能力状況)

調査 を行 った施設のなかで施設5以 外の施設13、23は 車椅子利用者の 占め る割合 が多 く

なっている。 また車椅 子利用者が 多い と非常 に介護者の負担 も増 える傾 向にあ り、現状 の

介護体制では、入浴の介護者数が少ない といえる。 よって設計者 は施設計画 をすすめてい

く上で事前に施設利用者 の身体 レベ ルを把握 してお くこ とは重要 である。

(浴場の利用状況調査)

浴場総利用時間内で特 に混雑が予想 され るのは、脱衣室 であ り、次に洗 い場 となってお

り、最 も利用者数が少ないのは浴槽 となっている。特 に浴槽の利用者数 は施設規模 に関係

な く、最大利用者数が3～5名 の範囲に とどまっている とい うことが調査結果か らも分か

り、資料分析調査結果 を合わせ て比較分析 をおこな うと、浴槽には大 きな余分 なスペー ス

が発生す るこ とが分か った。一方、最 も混雑す るのは脱衣室であ るが、脱衣室は浴場使用

時には着脱衣用の椅子が部屋の決め られた位置に配置 されるので、実際の図面上 では充分

に広い空間になっていて も、実際浴場 を使用 してみる と非常に狭 い空間になって しまう傾

向が見 られ る。それに付け加 え浴場利用者には車椅子利用者 も多 く、利用者の通過 も狭 く、

非常 に通 りに くくなっている。 また車椅 子の置 き場が な く、現場の介護職員の方 も脱衣室

前の廊下や使用 していない室 を借 りてそこを車椅子の置 き場 としてい るのが現状 である。

よってこれか らの車椅子利用者が増加 してい くのを見据 えたうえで浴場各室の面積配分 を

決定す る必要がある。
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(職員 に対す るヒア リング調査)

設計者が老 人保健施設 を設計する際、施設の企画担 当者か ら得 られる情報 には限 りがあ

るが、施設5の 場合 には、構想段階か ら設計者 と施設側 とで綿密 な打ち合わせ 等 をお こな

ってお り、非常に うまく浴場 を計画で きてい るのがわかった。 しか し大半の施設は、設計

者 と施設側 との考 え方が うまく伝 わらず、建物が実際に使用 されは じめてか ら問題点に気

づ くとい うケー スが大半である。やは りこれ らの問題 を解消 して くためには、施設側 の実

際の介護の経験や、運営の理念 を設計者 に確実に伝 え、意見交換が十分に行 われ るような

仕組みが必要 である。
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注

1)ADL:日 常生活における基本的な動作能力のこと

2)一 般浴室:介 助なし、又は少 しの介助で入浴が可能な人が利用する浴場のこと

3)特 別浴室:特 に身体レベルが低い人が利用する浴場のこと。入浴時には専用の機械浴槽を使用する
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